
                

  

１年生の子どもたちにとって２年後の高校受験はまだまだ先であると考えている生徒がほ

とんどだと思います。しかし、間もなく実施される３学期期末テストが終われば、学年の成

績が確定します。学年の評定は、高校入試の際の調査書に記載されるものですから、１年生

時でその３分の１は決まってしまうということです。つまり、「３年生

になってからがんばる」という考えは甘いと言えます。３年生になって

から、「１年生の時からもっと努力していればよかった」という声を多

くの卒業生から聞いてきました。今やっていることはそのまま自分の

進路につながる、ということを強く意識する必要があります。それで

は、２年後に希望する進路を実現するために、今何をするべきなのでし

ょうか？答えはシンプルです。「やるべきことをやる」という一言に尽

きると思います。わかりやすくすると以下のようになると思います。 

学習面でやるべきこと 

１ 毎日自ら学習する習慣をつける⇒学習習慣が身に付くには２年かかると言われます。

今スタートすればまだ間に合います。「継続は力な

り」です。 

２ 提出物を確実に出す⇒やるべきことに対して計画を立て、実行する力、「セルフマネ

ジメント力」を身に付ける必要があります。入試関係の書類に

は提出期限があります。必ず守らなければなりません。 

生活面でやるべきこと 

１ あいさつ、返事、言葉遣い⇒人間関係の基本であるあいさつと返事、時と場に応じた

言葉遣いは、入試の面接でも試されます。 

２ 基本的な生活習慣⇒早寝早起き習慣、整理整頓、健康管理、時間を守る、ルールを守

るなど 

 特別なことは何一つありません。当たり前のことを当たり前にやることが大切だというこ

とです。これからの日々は、２年生への進級に向けてとても大切な時期です。期末テストが

終わっても、３月３日には実力テストがあります。ここで１年間の力だめしができるように

がんばってほしいと思います。また、３月２３日の修了式に向けて、今できていないことに

ついては、全体、個人として改善できるよう指導していきたいと思います。 

最後に、先日、新聞で発表されましたのでご存じかと思いますが、県立高校の統合・再編

についてお知らせします。 

  

 

 

 

 

  

 

202２年１月２８日 

 

文責 八島 裕子 

県北中学校 

第１学年だより 

Ｎｏ．３８ 一人一人の個性とよさ

が輝く学年に！ 

令和５年（2023年）４月開校 

梁川・保原統合高校（伊達高校） 

２年生から進学キャリア、ビジネスキャ

リア、地域キャリアコースの導入 

令和９年（2027年）開校 

福島西・福島北統合高校 

進学指導重点校として 
※ 現中学１年生には直接の関係はなし 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１月３１日（月） 

１ 月１  

２ 月２  

３ 月３  

４ 月４  

５ 月５  

６ 月６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

２月 １日（火） 

１ 火１  

２ 火２  

３ 火３  

４ 火４  

５ 火５  

６ 火６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

２月 ２日（水） 

１ 水１  

２ 水２  

３ 水 3  

４ 水４  

５ 水５  

６ 水６  

普通時程 給食あり 普通清掃 部活あり 

 

２月 ３日（木） 

１ 木１  

２ 木２  

３ 木３  

４ 木４  

５ 木５  

６ 木６  

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活あり 

 

２月 ４日（金） 

１ 金１  

２ 金２  

３ 金３  

４ 金４  

５ 金５  

６   

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活なし 

・昼学習 

・SSW来校 

・完全下校１７：４５ 

・昼学習 

・議案書審議（学活） 

・職員会議 

・完全下校１４：２５ 

・SC来校 

・完全下校１７：１５ 

・SC来校 

・完全下校１７：４５ 

・完全下校１７：４５ 

１－２家庭科 調理実習～魚の照り焼きとごまあえ～ 

先週まで雪が降る日が多かったのです

が、環境委員と生徒会本部役員が雪かきを

一生懸命行いました。お疲れ様！ 

環境委員は、清掃なしの日に、担当個所

の掃き掃除とごみ集めを行っています。 

職場訪問を振り返り、国見町のために

自分たちができることを考えました。 



 


